
JP 2012-517957 A5 2013.1.31

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2012-517957(P2012-517957A)
【公表日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
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【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｂ  33/09     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/083    (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　強化ガラスシートを分割する方法において、前記方法が、
　ａ．第１の表面及び第２の表面並びに、引張り応力下にある、中央領域を有する、前記
強化ガラスシートを提供する工程であって、前記第１の表面及び前記第２の表面のそれぞ
れは、圧縮応力下にあって、前記表面から層深さまで広がる、強化表面層を有するもので
ある工程、
　ｂ．前記ガラスシートをナノ秒パルスレーザで照射することによって、前記中央領域内
に少なくとも１本のレーザ誘起損傷線を形成する工程であって、前記ナノ秒パルスレーザ
が約１Ｗから３Ｗまでの範囲のパワーを有する工程、及び
　ｃ．前記ガラスシートを前記少なくとも１本の損傷線に沿って少なくとも２枚の小ガラ
ス板に分割するためにクラックを創始して伝搬させる工程であって、前記小ガラス板の少
なくとも１枚は、あらかじめ定められた形状及びあらかじめ定められた寸法の少なくとも
一方を有するものである工程、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
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　前記中央領域内に少なくとも１本の損傷線を形成する工程が、該中央領域内に第１の損
傷線および第２の損傷線を形成する工程を含み、該第２の損傷線が、前記第１の表面の強
化表面層と前記第１の損傷線との間に位置し、前記第１の損傷線及び第２の損傷線が前記
第１の表面及び第２の表面に垂直な平面を定める、ことを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　前記第１の表面及び第２の表面の強化表面層が、熱的に強化された表面であることを特
徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の表面及び第２の表面の強化表面層が、化学的に強化された表面であることを
特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記強化表面層がイオン交換によって化学的に強化されることを特徴とする請求項４記
載の方法。
【請求項６】
　前記強化ガラスシートがアルカリアルミノケイ酸ガラスを含むことを特徴とする請求項
１記載の方法。
【請求項７】
　前記アルカリアルミノケイ酸ガラスが、６０～７０モル％のＳｉＯ２，６～１４モル％
のＡｌ２Ｏ３，０～１５モル％のＢ２Ｏ３，０～１５モル％のＬｉ２Ｏ，０～２０モル％
のＮａ２Ｏ，０～１０モル％のＫ２Ｏ，０～８モル％のＭｇＯ，０～１０モル％のＣａＯ
，０～５モル％のＺｒＯ２，０～１モル％のＳｎＯ２，０～１モル％のＣｅＯ２，５０ｐ
ｐｍ未満のＡｓ２Ｏ３及び５０ｐｐｍ未満のＳｂ２Ｏ３を含有し、ここで、１２モル％≦
Ｌｉ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ≦２０モル％及び０モル％≦ＭｇＯ＋ＣａＯ≦１０モル％で
あることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記アルカリアミノケイ酸ガラスが、６６．７モル％のＳｉＯ２，１０．５モル％のＡ
ｌ２Ｏ３，０．６４モル％のＢ２Ｏ３，１３．８モル％のＮａ２Ｏ，２．０６モル％のＫ

２Ｏ，５．５０モル％のＭｇＯ，０．４６モル％のＣａＯ，０．０１モル％のＺｒＯ２，
０．３４モル％のＡｓ２Ｏ３及び０．００７モル％のＦｅ２Ｏ３を含有することを特徴と
する請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記アルカリアミノケイ酸ガラスが、６６．４モル％のＳｉＯ２，１０．３モル％のＡ
ｌ２Ｏ３，０．６０モル％のＢ２Ｏ３，４．０モル％のＮａ２Ｏ，２．１０モル％のＫ２

Ｏ，５．７６モル％のＭｇＯ，０．５８モル％のＣａＯ，０．０１モル％のＺｒＯ２，０
．２１モル％のＳｎＯ２及び０．００７モル％のＦｅ２Ｏ３を含有することを特徴とする
請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　前記強化ガラスシートを前記少なくとも１本の損傷線に沿って少なくとも２枚の小ガラ
ス板に分割するためにクラックを創始して伝搬させる前記工程が、前記強化ガラスシート
を複数枚の小ガラス板に分割するために平面に沿って前記強化ガラスシートを撓ませる工
程及び罫書く工程の少なくとも一方を含み、
　前記平面が、前記少なくとも１本の損傷線により定められ、前記第１の表面及び第２の
表面に交差する、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の表面及び第２の表面が相互に実質的に平行であることを特徴とする請求項１
記載の方法。
【請求項１２】
　前記強化ガラスシートが平らであることを特徴とする請求項１記載の方法。
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【請求項１３】
　前記第１の表面及び第２の表面が平らでなく相互に共形であることを特徴とする請求項
１記載の方法。
【請求項１４】
　強化ガラスシートを分割する方法において、前記方法が、
　ａ．第１の表面及び第２の表面並びに、引張り応力下にある、中央領域を有する、強化
ガラスシートを提供する工程であって、前記第１の表面及び前記第２の表面のそれぞれは
、圧縮応力下にあって、層深さまで前記表面から広がる、強化表面層を有するものである
工程、
　ｂ．前記ガラスシートを、約１Ｗから３Ｗまでの範囲のパワーを有するレーザで照射す
ることによって、所定の深さにおいて前記中央領域内に第１のレーザ誘起損傷線を形成す
る工程、
　ｃ．第２のレーザ誘起損傷線を形成する工程であって、該第２のレーザ誘起損傷線が前
記第１の表面の強化表面層と前記第１の損傷線との間に位置し、前記第２のレーザ誘起損
傷線が前記第１のレーザ誘起損傷線と平行であり、前記第１のレーザ誘起損傷線及び第２
のレーザ誘起損傷線が前記第１の表面及び第２の表面に垂直な平面を定める、工程、およ
び
　ｄ．前記強化ガラスシートを少なくとも２枚の小ガラス板に分割するために、クラック
を創始して伝搬させる工程であって、前記小ガラス板の少なくとも１枚は、あらかじめ定
められた形状及びあらかじめ定められた寸法の少なくとも一方を有するものである工程、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　レーザビームによって、少なくとも一度、前記第１のレーザ誘起損傷線及び前記第２の
レーザ誘起損傷線のそれぞれを重ね書きする工程をさらに含むことを特徴とする請求項１
４記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のレーザ誘起損傷線の所定の深さが、約５０μｍから約３５０μｍまでの範囲
であることを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記強化ガラスシートを前記平面に沿って複数のガラスシートに分割するためにクラッ
クを創始して伝搬させる工程が、前記強化ガラスシートを複数枚の小ガラス板に分割する
ために、前記平面に沿って、前記強化ガラスシートを撓ませる工程及び罫書く工程の少な
くとも一方を含むことを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１８】
　前記強化ガラスシートを提供する工程が、前記第１の表面及び第２の表面のそれぞれの
層をイオン交換することにより前記ガラスを化学的に強化する工程を含むことを特徴とす
る請求項１４記載の方法。
【請求項１９】
　前記強化ガラスシートがアルカリアルミノケイ酸ガラスを含むことを特徴とする請求項
１４記載の方法。
【請求項２０】
　前記強化ガラス品が、６０～７０モル％のＳｉＯ２，６～１４モル％のＡｌ２Ｏ３，０
～１５モル％のＢ２Ｏ３，０～１５モル％のＬｉ２Ｏ，０～２０モル％のＮａ２Ｏ，０～
１０モル％のＫ２Ｏ，０～８モル％のＭｇＯ，０～１０モル％のＣａＯ，０～５モル％の
ＺｒＯ２，０～１モル％のＳｎＯ２，０～１モル％のＣｅＯ２，５０ｐｐｍ未満のＡｓ２

Ｏ３及び５０ｐｐｍ未満のＳｂ２Ｏ３を含有し、ここで、１２モル％≦Ｌｉ２Ｏ＋Ｎａ２

Ｏ＋Ｋ２Ｏ≦２０モル％及び０モル％≦ＭｇＯ＋ＣａＯ≦１０モル％である、強化アルカ
リアルミノケイ酸ガラス品であることを特徴とする請求項１９記載の強化ガラス品。
【請求項２１】
　前記第１の表面及び第２の表面が相互に実質的に平行であることを特徴とする請求項１
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４記載の方法。
【請求項２２】
　前記強化ガラスシートが平らであることを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項２３】
　前記所定の深さが、約５０μｍから約３５０μｍまでの範囲であることを特徴とする請
求項１記載の方法。
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